
カ
レ
ッ
ジ
は
日
々

の
授
業
の
履
修
確
認

の
た
め
日
報
提
出
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。

奈
良
研
修
中
の
日
報

か
ら
研
修
生
の
気
持

ち
を
紹
介
し
ま
す
。

「
（
今
井
町
）
昔

の
建
物
や
当
時
の
雰

囲
気
が
残
る
よ
う
に

町
ぐ
る
み
で
の
保
全

を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
と
て
も
素
敵
で
し

た
」
▼
「
家
を
再
生

す
る↓

そ
し
て
何
か

を
創
り
出
す
と
い
う
サ
イ
ク

ル
に
よ
り
歴
史
を
築
く
役
割

を
増
井
小
綾
さ
ん
（
第
10
期

生
、
宇
陀
市
の
伝
建
地
区
で

暮
ら
す
一
級
建
築
士
）
は
担
っ

て
い
る
」
▼
「
念
願
の
法

隆
寺
。
世
界
最
古
な
の
か
ぁ
・
・
・

感
概
深
い
。
現
代
人
の
私
た

ち
が
四
苦
八
苦
し
て
学
ん
で

い
る
建
築
技
術
。
当
時
の
人
々

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
機
械

も
な
い
の
に
、
凄
い
な
ぁ
。

私
の
よ
う
な
平
民
は
建
物
を

見
る
だ
け
で
、
お
の
の
い
て

い
た
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
」

▼
「
竹
中
工
務
店
さ
ん
の
仕

事
現
場
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
今
の
自
分
達
に
必

要
な
知
識
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の

学
生
生
活
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
自
分
の
モ
ノ
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
」

▼
「
あ
の
大
き
な
建
造
物
を

す
べ
て
手
刻
み
、
図
面
、
納

ま
り
と
か
も
自
分
た
ち
で
考

え
て
い
く
と
こ
ろ
に
す
ご
く

感
動
し
た
」
▼
「
元
設
計
者

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ

ん
に
つ
い
て
東
大
寺
を
見
る
。

仕
口
、
継
手
、
荷
重
の
か
か

る
箇
所
や
構
造
上
の
説
明
な

ど
、
時
代
別
の
話
は
と
て
も

わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
。

奈
良
研
修
は
修
学
旅
行
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
規
の
授

業
で
あ
り
、
毎
回
、
学
習
の

目
的
を
確
認
し
て
臨
ん
で
い
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東京建築カレッジの独自教育「奈良宿泊研修」

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
、
カ
レ
ッ
ジ
）
の
奈
良
宿
泊

研
修
（
以
下
、
奈
良
研
修
）
は
、
第
１
期
生
の
２
年
次
（
97

年
度
）
か
ら
一
貫
し
て
実
施
し
て
い
る
独
自
教
育
で
す
。
奈

良
県
は
国
宝
級
の
木
造
古
建
築
が
多
数
現
存
し
保
存
修
復
が

常
に
お
こ
な
わ
れ
る
一
方
、
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
」
（
伝
建
地
区
）
な
ど
で
は
古
民
家
の
改
修
・
現
代
化

の
実
践
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
度
な
知
識
、
難
し
い

工
事
を
こ
な
せ
る
技
術
・
技
能
を
身
に
付
け
た
建
築
従
事
者

を
め
ざ
す
気
概
も
つ
か
み
ま
す
。
11
月
28
日
（
木
）
～
30
日

（
土
）
に
実
施
し
た
「
２
０
２
４
年
度

第
28
期

奈
良
宿

泊
研
修
」
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

木造建築の伝統、技術発展を集中学習

現代に生かす実践から刺激を受けた
橿
原
市
今
井
町
で
伝
統
的
建
造
物
を
未
来

に
継
承
す
る
実
践
を
見
学
。
改
修
工
事
全

体
を
統
括
す
る
設
計
者
と
、
工
事
を
担
当

す
る
工
務
店
か
ら
話
を
聞
い
た
。

今年の公開講座は 能登半島地震が起きた年で
あり、「いのちを守るため、大震災の前に危険
性診断と適切な対策を」をテーマにしました。
サブタイトルの「地域密着の工務店、建築職人
だからできることがある！」 には、建築従事者
の使命の自覚の意味を込めました（11月16日）。

人
の
命
を
救
う
た
め
に

震
災
前
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る

裏
面
に
続
く

第１日目：伝建地区の町並みを未来に継承する取り組みを見る
第２日目： 飛鳥奈良、天平の古建築遺産と

「平城宮第一次大極殿東楼復原工事」を訪ねる
第３日目： 巨大建造物はなぜ生まれたか、

時代背景と建築技術の進化を学ぶ

「
日
報
」
か
ら

学
習
の
目
的
は
３
つ



ま
す
。
今
年
度
掲
げ
た

３
つ
の
目
的
は
次
の
通

り
で
す
。

Ⅰ
、
奈
良
県
は
、
国

宝
・
重
要
文
化
財
の
木

造
建
造
物
が
集
中
し
て

存
在
飛
鳥
奈
良
時
代
か

ら
の
木
造
建
築
の
技
術

と
文
化
の
発
展
史
を
確

認
で
き
ま
す
。
「
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
」
で
は
、
東
京
で

は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
歴
史
的
な
町
並
み
の

魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
「
奈
良
宿

泊
研
修
」
で
は
木
の
建

築
の
文
化
と
発
展
の
歩

み
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
学
び
ま
す
。

Ⅱ
、
建
築
工
事
の
現

場
を
管
理
で
き
る
人
材

育
成
を
め
ざ
す
学
校
と

し
て
、
国
宝
・
重
要
文

化
財
を
は
じ
め
と
す
る

歴
史
的
建
造
物
の
保
存

改
修
・
復
元
工
事
事
例

を
見
学
し
ま
す
。
そ
れ

ら
に
携
わ
る
専
門
技
術

者
木
造
建
築
の
生
命
力

を
支
え
て
い
る
建
築
技

術
・
技
能
を
確
か
め
ま

す
。
高
度
な
知
識
、
技

術
・
技
能
を
発
揮
し
、

献
身
さ
れ
て
い
る
方
々

の
仕
事
ぶ
り
と
生
き
方

に
刺
激
を
受
け
ま
す
。

Ⅲ
、
見
学
受
け
入
れ

先
、
お
世
話
を
う
け
る

方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、

研
修
生
相
互
や
引
率
の

先
生
方
、
理
事
・
事
務

局
と
の
交
流
を
行
い
な

が
ら
、
カ
レ
ッ
ジ
生
活

２
年
間
を
振
り
返
り
ま

す
。
あ
と
４
か
月
の
学

習
や
修
了
（
卒
業
）
後

の
各
自
の
目
標
に
向
け

た
決
意
を
高
め
合
い
ま

す
。こ

の
目
的
に
基
づ
い

て
、
学
習
の
成
果
を
確

認
す
る
た
め
、
表
紙
を

除
き
Ａ
４
用
紙
７
枚
以

上
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
を

全
員
に
課
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
研
修
生
の
と
っ

て
初
め
て
経
験
す
る
分

量
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は

カ
レ
ッ
ジ
が
重
視
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
る
教
育
、

言
語
教
育
の
一
環
で
す
。

カ
レ
ッ
ジ
の
奈
良
研

修
に
は
「
夜
行
・
早
朝

着
」
の
伝
統
が
あ
り
ま

し
た
。
費
用
の
抑
制
と

見
学
先
を
増
や
す
こ
と

が
狙
い
で
し
た
が
、

「
詰
め
込
み
主
義
よ
り

も
学
習
効
果
を
高
め
る

行
程
や
運
営
を
探
求
す

べ
き
」
「
事
前
学
習
の

充
実
や
見
学
効
果
を
上

げ
る
機
器
（
ガ
イ
ド
の

声
を
聞
き
や
す
く
す
る

個
別
イ
ヤ
ホ
ン
）
を
導

入
し
よ
う
」
な
ど
の
意

見
か
ら
、
往
復
新
幹
線

利
用
、
初
日
は
午
後
か

ら
見
学
、
昼
食
休
憩
の

時
間
を
し
っ
か
り
取
る
、

学
習
方
法
の
援
助
に
さ

ら
に
力
を
尽
く
す
、
な

ど
の
改
革
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
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右写真は第28期生（2年生）の今の大
工実技実習課題「化粧棒隅木」。ようや
く１台を作り上げ、多くの研修生が２
台めの製作に入っています。１月の技
能照査実技試験の課題であり、毎回の
授業には緊張感がみなぎります。大工
職はもちろん、設計職や施工管理職の
研修生も製作しなければなりません。
ものづくりを通して建築の本質を体得
するカレッジ教育を象徴する授業です。

第29期生（1
年生）は、1月
下旬の上棟を目
指し、江東実習
場で実習棟実習

に取り組んでいます。自分た
ちで墨付けし手刻みで建ち上
げます。一方、池袋校舎で実
施の情報系授業では一人一台
のデスクトップパソコンを使っ
て、３Dソフトを使いこなす
ための演習がおこなわれてい
ます。
（下写真は12月7日の授業）

東京建築カレッジ YouTubeチャンネル で１２月末公開予定
第25回公開講座

「いのちを守るため、大震災の前に危険性診断と適切な対策を」
建築の専門知識と高度な技術・技能を発揮して、人の命を救おう！

建築従事者の視聴学習をお勧めします。学びのお正月を！

レ
ポ
ー
ト
提
出
課
題

夜
行
方
式
を
中
止

工事現場見学はカレッジ奈良研修の魅力。建築従事者
育成の意義を説明し、貴重な機会を提供していただく

情
報
系
教
育
も
充
実

化粧棒隅木の製作

入学希望者求む！


